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面外駆動型Auナノグレーティングによる複屈折可変メタサーフェ

論 文題目 ス ,\
Birefringent reco沌gurable metasurfaces 
based on Au nanograting with out-of-plane actuation 

論文審査要旨(600"-'700文字）
本論文は、近年注目が高まっている新規な光学素子である「メタサー フェス」のさら

なる進化を目指し、微小電気機械システム (MEMS) に用いられるアクチュエー タを集積
化することで、可変性を有するメタサー フェスを実現することを目的としたものである。
その主要な課題・要求項目は下記のようにまとめられる。

•可視光において巨大複屈折性を有するメタサーフェスである「Auナノグレーティン
グ」に機械的な変形機能、とくに面外方向の変形機能をもたせること

• これにより、可視光領域で動作可能な複屈折可変メタサーフェスを達成すること
・機械的変形により達成される複屈折可変性能を明らかにすること

本論文ではこれらの課題を達成するため、まず、理論的検討を行い、機械的変形によ
り可視光城において非常に大きな複屈折可変性が得られることを明らかにした。次に、
MEMS アクチュエータである熱バイモルフアクチュエ ータおよび静電アクチュエータに着
目して、可変メタサー フェスの設計•製作を行った。






